
○陸前高田市民文化会館条例

昭和４０年１０月２９日

条例第３０号

改正 昭和４２年７月４日条例第１９号

昭和４３年６月２６日条例第２７号

昭和４８年３月２４日条例第６号

昭和５０年３月２８日条例第４号

昭和５１年３月２５日条例第１号

昭和５７年３月２５日条例第９号

昭和６０年３月２５日条例第７号

昭和６３年３月２５日条例第６号

平成３年３月２５日条例第９号

平成６年９月２８日条例第２２号

平成１１年３月２５日条例第３号

平成１１年６月３０日条例第１２号

平成１４年１２月２０日条例第３５号

令和元年１２月１１日条例第３８号

令和３年９月１３日条例第２２号

（趣旨）

第１条 この条例は、陸前高田市民文化会館の設置及び管理に関し必要な事項を定め

るものとする。

（設置）

第２条 市民の生活文化の向上及び福祉の増進を図るため、文化芸術及び生涯学習に

関する活動の拠点として市民の集会、研修その他の用に供する陸前高田市民文化会

館を次のとおり設置する。

（指定管理者による管理）

名称 位置

陸前高田市民文化会館 陸前高田市高田町字館の沖３０２番地３



第３条 陸前高田市民文化会館（以下「市民文化会館」という。）の管理は、市長が

指定するもの（以下「指定管理者」という。）に行わせることができる。

２ 前項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合にあっては、第６条、第７条

及び第９条第１項中「市長」とあるのは「指定管理者」と、同条第２項中「市」と

あるのは「市及び指定管理者」と、第１０条第１項中「使用料」とあるのは「利用

料金（次項に規定する利用料金をいう。）」と、「市長」とあるのは「指定管理者」

と、第１１条及び第１２条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、「使用料」と

あるのは「利用料金」と、第１４条及び第１６条中「市長」とあるのは「指定管理

者」と読み替えて、これらの規定を適用する。

（指定管理者による管理の基準）

第４条 指定管理者は、法令、この条例、この条例に基づく規則その他市長の定める

ところに従い、市民文化会館を適正に管理しなければならない。

（指定管理者が行う業務の範囲）

第５条 指定管理者は、この条例の規定により指定管理者が行うこととされた業務の

ほか、次に掲げる業務を行うものとする。

（１） 施設及び設備の維持管理に関する業務

（２） 市民文化会館の利用促進に関する業務

（３） 芸術文化活動及び生涯学習活動の推進に関する業務

（４） その他市民文化会館の運営に関する業務のうち、市長のみの権限に属する

事務を除く業務

（使用時間及び休館日）

第６条 市民文化会館の使用時間及び休館日は、次のとおりとする。ただし、市長が

特に必要と認めるときは、変更することができる。

（１） 使用時間 ９時から２２時までとする。

（２） 休館日 毎月第３火曜日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１

７８号）に規定する休日（以下「祝日法による休日」という。）に当たるときは、

その日後においてその日に最も近い祝日法による休日でない日）及び１２月２９

日から翌年１月３日までとする。

（使用の許可）



第７条 市民文化会館を使用しようとする者は、規則で定めるところにより、市長の

許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更しようとする場合も同様と

する。

２ 前項の場合において、特別の設備をし、又は備付器具以外の器具を使用しようと

するときは、前項の許可と同時に市長の承認を受けなければならない。

３ 市長は、市民文化会館の使用が次の各号のいずれかに該当する場合は、第１項の

許可をしないものとする。

（１） 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。

（２） 施設又は設備を汚損し、損傷し、又は亡失するおそれがあるとき。

（３） その他市民文化会館の管理上適当でないと認めるとき。

４ 市長は、市民文化会館の管理上必要があると認めるときは、第１項の許可に条件

を付することができる。

（行為の禁止）

第８条 何人も、市民文化会館においては、次に掲げる行為をしてはならない。

（１） 施設又は設備を汚損し、損傷し、又は亡失すること。

（２） 騒音又は大声を発し、暴力を用いる等他人に迷惑を及ぼす行為をすること。

（３） 指定された場所以外の場所に張り紙若しくは張り札をし、又は広告を表示

すること。

（４） 指定された場所以外の場所において飲食をすること。

（５） 指定された場所以外の場所において喫煙し、その他の火気を使用すること。

（６） その他市民文化会館の管理運営に支障を及ぼすこと。

（使用許可の取消し等）

第９条 市長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、第７条第１項の許可を受け

た者（以下「使用者」という。）に対し、当該許可を取り消し、その効力を停止し、

同条第４項の条件を変更し、又は行為の中止、原状の回復若しくは市民文化会館か

らの退去を命ずることができる。

（１） この条例又はこの条例の規定による処分に違反したとき。

（２） 偽りその他の不正な手段により第７条第１項の許可を受けたとき。

（３） 第７条第４項の条件に違反したとき。



（４） 市民文化会館の管理上必要があると認めるとき。

（５） その他公益上やむを得ない必要が生じたとき。

２ 前項の規定により使用の許可を取り消した場合その他の処分により使用者に損害

が生じても、市は、その責めを負わない。

（使用料等）

第１０条 使用者は、別表に定める使用料を、市長が指定する期日までに納付しなけ

ればならない。

２ 指定管理者が管理する施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）は、

別表に定める額の範囲内において、あらかじめ市長の承認を得て、指定管理者が定

めるものとする。

３ 市長は、前項の承認をしたときは、速やかに当該承認をした利用料金を告示する。

４ 利用料金は、指定管理者にその収入として収受させる。

（使用料の減免）

第１１条 市長は、公益上特別の必要があると認めるときは、使用料を減額し、又は

免除することができる。

（使用料の不還付）

第１２条 既に納付した使用料は、還付しない。ただし、次の各号のいずれかに該当

する場合は、その全部又は一部を還付することがある。

（１） 第９条第１項第４号又は第５号の規定により市長が使用の許可を取り消し

たとき。

（２） 使用者の責めに帰することができない理由により市民文化会館を使用する

ことができなかったとき。

（３） その他市長が特別の理由があると認めるとき。

（目的外使用等の禁止）

第１３条 使用者は、施設又は備付器具の使用許可を受けた目的外に使用し、又はそ

の権利を他に転貸し、若しくは譲渡してはならない。

（使用者の義務）

第１４条 使用者は、次の各号に掲げる事項を守らなければならない。

（１） 収容定員を超えて入場させないこと。



（２） 施設、設備、器具類を汚損し、又は毀損するおそれのある行為をし、又は

させないこと。

（３） 市民文化会館の使用について職員の指示に従うこと。

（４） 市長の許可を受けたもののほか、市民文化会館内及び構内において、物品

を販売し、又は金品の寄附募集行為をし、又はさせないこと。

（５） 使用が終わったとき、又は使用を停止されたとき、若しくは使用許可を取

り消されたときは、直ちに設備その他を原状に回復して市長に引き渡すこと。

（損害賠償等）

第１５条 施設、設備、又は備付器具を汚損し、損傷し、又は亡失した者は、市長の

指示するところにより原状に回復し、又は損害を賠償しなければならない。

（利用の制限）

第１６条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対しては、市民文化会館への

入場を拒み、又は退場を命ずることができる。

（１） 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがある者

（２） 重大な感染性の疾病にかかっている者

（３） 刀剣その他他人に危害を及ぼすおそれのあるもの又は他人に迷惑となる物

品を携帯する者

（委任）

第１７条 この条例に定めるもののほか、市民文化会館の管理及び運営に関し必要な

事項は、規則で定める。

附 則

この条例は、昭和４０年１１月１日から施行する。

附 則（昭和４２年７月４日条例第１９号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（昭和４３年６月２６日条例第２７号）

この条例は、昭和４３年７月１日から施行する。

附 則（昭和４８年３月２４日条例第６号）抄

（施行期日）

１ この条例は、昭和４８年４月１日から施行する。



附 則（昭和５０年３月２８日条例第４号）

この条例は、昭和５０年４月１日から施行する。

附 則（昭和５１年３月２５日条例第１号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（昭和５７年３月２５日条例第９号）

この条例は、昭和５７年４月１日から施行する。

附 則（昭和６０年３月２５日条例第７号）

この条例は、昭和６０年４月１日から施行する。

附 則（昭和６３年３月２５日条例第６号）

この条例は、昭和６３年４月１日から施行する。

附 則（平成３年３月２５日条例第９号）

この条例は、平成３年４月１日から施行する。

附 則（平成６年９月２８日条例第２２号）

この条例は、平成６年１０月１日から施行する。

附 則（平成１１年３月２５日条例第３号）

この条例は、平成１１年４月１日から施行する。

附 則（平成１１年６月３０日条例第１２号）

この条例は、平成１１年８月１日から施行する。

附 則（平成１４年１２月２０日条例第３５号）

この条例は、平成１５年３月１日から施行する。

附 則（令和元年１２月１１日条例第３８号）抄

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

附 則（令和３年９月１３日条例第２２号）

この条例中、第２条、第９条及び第１４条（陸前高田市中央公民館の項の改正部分

を除く。）の改正部分は、土地区画整理法（昭和２９年法律第１１９号）第１０３条

第４項の規定による換地処分の公告（以下「法の規定による換地処分の公告」という。）

に係る、陸前高田都市計画今泉地区被災市街地復興土地区画整理事業施行条例の規定

による土地区画整理事業の公告があった日の翌日から、その他の改正部分は、法の規



定による換地処分の公告のうち、陸前高田都市計画高田地区被災市街地復興土地区画

整理事業施行条例の規定による土地区画整理事業の公告があった日の翌日から施行す

る。

別表（第１０条関係）

使用料

区分 午前 午後 夜間 全日 １時間当

たり使用

料

９ 時 か ら

１ ２ 時 ま

で

１ ３ 時 か

ら １ ７ 時

まで

１ ８ 時 か

ら ２ ２ 時

まで

９時から２

２時まで

ホール 入場料を

徴しない

場合

平日 円

１３，９０

０

円

１９，３０

０

円

２１，９０

０

円

５５，１０

０

円

５，５０

０

土曜日及び

休日

１７，１０

０

２３，２０

０

２７，１０

０

６７，４０

０

６，８０

０

入場料が

１，００

０円以下

の場合

平日 １４，８０

０

２０，６０

０

２３，３０

０

５８，７０

０

５，９０

０

土曜日及び

休日

１８，２０

０

２４，７０

０

２８，８０

０

７１，７０

０

７，３０

０

入場料が

１，００

０円を超

え、２，

０００円

以下の場

合

平日 １６，６０

０

２３，００

０

２６，１０

０

６５，７０

０

６，６０

０

土曜日及び

休日

２０，４０

０

２７，６０

０

３２，２０

０

８０，２０

０

８，１０

０

入場料が

２，００

０円を超

える場合

平日 １８，３０

０

２５，４０

０

２８，８０

０

７２，５０

０

７，３０

０

土曜日及び

休日

２２，５０

０

３０，５０

０

３５，６０

０

８８，６０

０

９，００

０



大楽屋 全室 １，８００２，０００２，２００ ６，０００ ８００

A ９００１，０００１，１００ ３，０００ ４００

B ９００１，０００１，１００ ３，０００ ４００

小楽屋１ ８００ ９００１，１００ ２，８００ ３００

小楽屋２ ８００ ９００１，１００ ２，８００ ３００

ルーム

１

全室 入場料を徴

しない場合

２，４００３，２００３，４００ ９，０００１，００

０

入 場 料 が

１，０００

円以下の場

合

２，６００３，４００３，８００ ９，８００１，２０

０

入 場 料 が

１，０００

円を超え、

２，０００

円以下の場

合

３，０００３，８００４，２００ １１，００

０

１，４０

０

入 場 料 が

２，０００

円を超える

場合

３，２００４，２００４，５００ １１，９０

０

１，６０

０

A 入場料を徴

しない場合

１，２００１，６００１，７００ ４，５００ ５００

入 場 料 が

１，０００

円以下の場

合

１，３００１，７００１，９００ ４，９００ ６００

入 場 料 が

１，０００

１，５００１，９００２，１００ ５，５００ ７００



円を超え、

２，０００

円以下の場

合

入 場 料 が

２，０００

円を超える

場合

１，６００２，１００２，３００ ６，０００ ８００

B 入場料を徴

しない場合

１，２００１，６００１，７００ ４，５００ ５００

入 場 料 が

１，０００

円以下の場

合

１，３００１，７００１，９００ ４，９００ ６００

入 場 料 が

１，０００

円を超え、

２，０００

円以下の場

合

１，５００１，９００２，１００ ５，５００ ７００

入 場 料 が

２，０００

円を超える

場合

１，６００２，１００２，３００ ６，０００ ８００

ルーム

２

入場料を徴しない場

合

１，６００１，７００１，９００ ５，２００ ６００

入場料が１，０００

円以下の場合

１，７００１，９００２，１００ ５，７００ ７００

入場料が１，０００１，９００２，１００２，３００ ６，３００ ８００



備考

円を超え、２，００

０円以下の場合

入場料が２，０００

円を超える場合

２，１００２，３００２，５００ ６，９００ ９００

ルーム

３

入場料を徴しない場

合

１，１００１，２００１，３００ ３，６００ ４００

入場料が１，０００

円以下の場合

１，２００１，３００１，４００ ３，９００ ５００

入場料が１，０００

円を超え、２，００

０円以下の場合

１，３００１，５００１，６００ ４，４００ ６００

入場料が２，０００

円を超える場合

１，４００１，６００１，７００ ４，７００ ７００

和室１ １，０００１，３００１，４００ ３，７００ ４００

和室２ ８００１，０００１，２００ ３，０００ ４００

和室３ ８００１，０００１，２００ ３，０００ ４００

大練習室 ２，１００２，２００２，９００ ７，２００ ８００

小練習室１ １，０００１，１００１，３００ ３，４００ ４００

小練習室２ １，０００１，１００１，３００ ３，４００ ４００

実習室１ ８００ ９００１，４００ ３，１００ ４００

実習室２ ６００ ７００１，０００ ２，３００ ３００

ホワイエ（１階） ２，２００２，６００２，９００ ７，７００ ８００

ホワイエ（２階） １，５００１，８００２，０００ ５，３００ ６００

デッキ ５００ ６００ ７００ １，８００ ２００

中庭 ４，１００５，４００６，２００ １５，７０

０

１，６０

０

附属設備器具等 １件７，５００円以内で市長が定める額



１ 「入場料」とは、入場料、会費その他名称のいかんを問わず、その催しにつ

き入場の対価として徴収する金銭をいう。

２ 入場料の額に段階がある場合は、最高の入場料の額によりこの表の規定を適

用する。

３ 「休日」とは、日曜日、祝日法による休日、１２月２９日から３１日まで並

びに１月２日及び３日をいう。

４ 入場料を徴収しないが営利又は宣伝を目的とした催しに使用する場合の使用

料の額は、この表により算定した額に、当該使用料の１００分の１００を加算

した額とする。

５ やむを得ない理由によりあらかじめ許可された使用時間を超えて使用する場

合の使用料は、この表に定める１時間当たり使用料の額とする。この場合にお

いて、１時間未満の端数があるときは、３０分以上は１時間とし、３０分未満

は切り捨てる。

６ ホールの使用料には、ホワイエ及びデッキの使用料を含むものとする。

７ ホールを練習のために使用する場合の使用料は、既定の使用料の１００分の

５０に相当する額とし、ホールを準備等のために使用する場合の使用料の額は、

既定の使用料の１００分の３０に相当する額とする。


